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１．はじめに 

福岡県大木町ではごみの資源化に取り組んでおり、リサイクル率は 65％と高い。また

町、教育委員会が連携して学校でごみ減量教育をおこなっている。 
その一つのプログラムが「ごみゼロチャレンジ」（4 年生）である。1 ヶ月間「燃やす

ごみ」の袋を量る授業であるが、この作業において燃やすごみの中に「資源として分別

できるもの」を発見する。その結果、この授業に取り組んだ家庭では、さらにごみの資源

化がすすむ。結果、授業に取り組んだ家庭平均で、全国平均の 14％まで燃やすごみが減

少している。本研究では、この授業の実態について調査した。 
 

２．「ごみゼロチャレンジ」 
 大木町では、小学校 4 年生を対象

に「ごみゼロチャレンジ」という授

業を全校で実施している。 
 これは、小学生が 1 ヶ月間、「燃

やすごみ」の袋の重量を量るプログ

ラムである。写真１のように、その

ためのテキストや、パワーポイント

などのデータは、廃棄物行政側と地

域の団体とが連携をとって、大木町

オリジナルなものを用意している。 
 計量は、図２のように各自が自宅で

ばねばかりを使って量る。この過程

で、もっと資源化できるものを子ども

たち自身が発見していくように設計

されている。 
 大木町では、生ごみを資源化するた

めのバイオガス化施設（くるるん）や、

プラスチックをリサイクルや油化す

る施設（株式会社 YK クリーン）や、

さまざまなものをリサイクルするため

図 1 テキストを見ながら説明を聞く様子 

図 2 実際の計測方法 



に分類し再販売もする施設（大木町環境プラザ）、資源物ボックス回収、資源物地区分別

回収などがあるため、子どもたちがごみの資源化を実行に移しやすい環境が整っている。 
 
３．ごみゼロチャレンジの成果 
 子どもたちが計測した結果と、

大木町平均、全国平均を図 3 に示

す。 
 全国平均の生活ごみ量排出量

は、1 人１日あたり 410ｇである。

大木町平均は、169g/人・日であ

り、全国平均の 41％と非常に少

ない。 
子どもたちが計測した結果を集

計し、家族の人数で割ると、さらに

少ない 1 人 1 日あたり 58ｇしか排

出していない。これは全国平均の

14％にすぎない。 
図 4 に、「ごみゼロチャレンジ」

に対する保護者の感想を紹介す

る。 
「リサイクルのおかげで助かって

いることや、きれいな町でいられ

る事を授業や記事によって親子で

改めて考え、知ることができまし

た。」「なぜ『分別すること』が大事

なのかを、親も子も深く理解しな

ければなりません。この小さな町

から大きく発信し、それを続けて

いけるように、わたしたちも協力

しあっていかなくては！！と思い

ました。」 
「子供にも、とてもいい経験だっ

たと思います。まずは、親がお手本

ですね。」というように、子どもた

ちだけでなく、保護者の方々もご

みの資源化について深く考えるチ

ャンスとなったようである。 
 

図 3 １人１日あたりの生活ごみ排出量 

図 4 ごみゼロチャレンジに対する保護者の感想 



４．まとめ 
 子どもへの教育によって家族（町民）を巻き込み、町民全体の環境意識を高めること

ができそうだということができそうだということが、今回の調査によって明らかになっ

た。また、量ることにより、教育による減量効果について、推計することが可能となる。

教育は必ずしもすぐに金額で測れるものではないが、教育への投資の理由付けとなる。

循環を目指した教育への投資が、ごみ処理費の削減につながり、トータルで自治体の財

政負担を軽くするという根拠となりうることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


